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山
と
山
川
ガ
ふ
れ
合
う
活
気
に
充
ぢ
だ
地
域
社

会
を
つ
く
ろ
う
/
と
¥
地
域
に
住
む
人
々
の
自

治
と
連
帯
の
意
識
は
立
却
し
疋
ヨ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
、
ガ
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
¥
町
で

は
こ
れ
に
対
応
す
る
だ
め
地
豆
拠
点
に
¥
各
種

の
集
会
施
設
の
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
す
ガ
¥

こ
の
だ
び
¥
ま
だ
一
つ
¥
大
貫
地
区
に
集
会
所

ガ
完
成
し
¥
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
¥
日
大
震
青
年
研
修
所
ガ
老
桁
化
し

だ
疋
め
¥
こ
れ
を
解
体
撤
去
し
¥
そ
の
鱗
撞
地

に
¥
原
子
力
施
設
問
辺
環
境
整
備
事
業
(
県
補

助
事
業
)
と
し
て
大
貫
集
会
所
の
建
設
士
事
に

着
手
し
¥
完
成
し
疋
も
の
で
す
。

建
物
は
鉄
骨
造
り
セ
ト
瓦
葺
平
家
建
(
床
面

耳
慣
協
附
)
で
¥
多
目
的
に
利
用
で
き
る
集
会
室

(
町
名
収
容
)
や
2
(歪
続
き
の
和
ー
室
(
川
畳
)

を
中
山
に
¥
料
理
実
習
の
で
き
る
調
理
室
や
ホ

i
ん
等
を
併
設
し
だ
¥
明
る
く
気
持
良
い
設
計

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
今
後
¥
大
勢
の
地
区
の
人
達
に

利
用
活
用
さ
れ
¥
人
々
の
つ
な
、
ガ
り
を
一
麗
深

め
¥
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
貫
献

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

O
場
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貫
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二
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敷
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総
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調
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シ
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ワ
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磯
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O
嬢
補
助
対
象
事
業
名

昭
和
白
年
度
原
子
力
施
設
周
辺

環
境
整
備
事
業



第184号 (2)t"' らあおお

建議

〔歳

商工費

72，883千円

(1.6%) 

農林水産業費

171，768千円

(3.7%) 

教育費

377，500千円

(8.1%) 

消防費

175，117千円

(3.7%) 

債費

441，066千円

(9.4%) 

公

労働費
災害復旧費
諸支出金
予備費

8，891千円
(0.2弘)

民生費

545，403千円

(11.7%) 

総務費

835，165千円

(17.9%) 

地方交付税
387.163千円
(8.3%) 

地方議与税，娯楽施設利
用税交付金， 自動車取得
税交付金，交通安全対策
特別交付金，財産収入，
苦手 F付金

355，844千円 (7.6%)

使用料及び手数料

148，603千円
(3.2%) 

童十

4，672，660千開

ふ一品最愛

田丁

入〕〔産量

〔
朝
政
運
営
の
基
本
)

新年度予算の
一成

一竹内町長説明要皆一

昭
和
由
年
度
第
二
日
時
議
会

定
例
会
の
開
会
巳
あ
だ
り
町
政

運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
の
一

端
と
新
年
度
施
策
の
大
綱
を
述

べ
¥
議
員
各
使
並
び
に
町
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

疋
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
そ
の
誌
に
¥
昨
年
末
の

司
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
匝
民

の
皆
様
の
温
か
く
力
強
い
ご
支

持
に
よ
り
ま
し
て
三
だ
ひ
町
長

と
し
て
町
政
を
担
わ
せ
て
い
だ

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。
誠

に
光
栄
の
級
一
み
で
あ
り
¥
ご
厚

情
に
深
<
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
私
に
寄
せ
ら

れ
だ
時
民
の
皆
様
の
多
く
の
期

待
に
臨
え
る
疋
め
¥
共
に
語
り

合
い
¥
手
を
港
問
え
て
¥
山
新
だ

に
「
豊
か
な
海
浜
文
化
都
市
L

実
現
の
た
め
一
歩
一
歩
前
進
し

て
ま
い
る
所
葎
で
あ
り
ま
す
の

で
議
員
各
自
並
び
に
町
民
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
¥
尚
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
¥
現
在
我

ガ
冨
の
経
済
は
昭
和
印
年
9
月

の
G
5
(先
進

5
ケ
冨
顧
相
・

中
央
銀
行
総
裁
会
議
〉
以
来
、

急
灘
な
円
高
の
進
行
に
よ
り
景

気
ガ
停
滞
し
¥
本
年
に
入
っ
て

も
田
窪
の
兆
し
さ
え
見
せ
て
お

ら
ず
¥
雇
用
問
題
等
を
舎
め
ま

す
ま
す
深
部
さ
を
増
し
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境

の
も
と
、
財
政
状
況
は
国
・
地

方
を
通
じ
一
設
と
厳
し
さ
を
加

え
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
地
方

期
政
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
¥

地
方
税
並
び
に
地
方
受
信
税
と

も
に
0
・
六
%
の
伸
び
で
あ
り
¥

国
家
予
算
・
地
方
問
政
計
盟
社
ハ

に
¥
引
き
続
き
徹
底
し
た
経
費

の
節
減
合
理
化
の
実
施
な
ど
¥

厳
し
い
抑
制
墓
謂
を
貫
い
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
本
異
に
お
き
ま
し
て
も
¥

法
人
間
慌
税
の
減
収
ガ
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
異
税
収
入
の
藩
ぢ

込
み
ガ
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
情
勢
の
も
と
回
年
度
予
算

に
お
き
ま
し
て
は
公
共
事
業
費

の
増
額
を
も
っ
て
内
需
拡
大
と

地
域
経
溝
の
活
性
化
を
図
る
べ

く
¥
地
域
産
業
の
脊
成
・
堀
起

し
¥
及
び
体
費
強
化
を
図
る
だ

め
の
技
倍
力
の
詞
上
に
対
す
る

助
長
策
等
と
併
せ
¥
こ
れ
ら
の

発
震
基
盤
と
な
り
ま
す
道
路
や

鉄
道
・
港
湾
・
水
資
源
な
ど
の
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ム
宮 一一軒盟明

49，202千丹(歳出〉嘗業費用1，377.990千円o国民健康保障事業

2，545千円営業外費用678，790千円(歳入〉富民健康保険税

1，654千円

231，607千円

2千円

3，633千円

1，700千円

10，561千円

242，170平丹

費

企業債償還金

そ

金

他

抱

(歳入〉開産収入

0桜道土地臨整理事業

備

入

の

の

繰

ラろ

そ

日0，537千円

138，663千円

949，472千円
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。
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/

「
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円
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U

A

ハ

守

門

ノ

ι

円
ノ
ム

ハ
凶

υ

η

ベリ

国庫支出金

老人保健拠出金

そ

内
山

(歳出〉保績給{寸費

費

向
山

の

務

の

0老人保健事業

そ

総

海岸環境整備事業(サンピーチ)33，570子円費務(歳出〉事664，595千円(歳入〉支払募金突出金

離Y

選
の
五
つ
の
桟

。

e

ス
ポ
ー
ツ
の

。
興み
よ
い

境
一
の
整
備

ハ
〉
即
時
間
関
一
輔
祉
の
充
襲

。

の

。
行
料
開
政
の
鍵
金
化

208，印O千円費事工189，274千円

95，603千円

国庫吏出金

他のそ

16，480千円。サイクリングターミナル事業949，168干円(歳出〉医療諸費

13，720千円(歳入〉事業収入304干丹他のそ

2，740千円使用料及び手数料

20千円他のそ449.923千円0水道事業

14，760千円費京高(歳出〉総336，700千円(歳入〉収益的収入

1，620千円

100千円

費

費

業

(詩

事

予

17，447千円

266，975干丹

資本的収入

(歳出〉営業費用

64，345千円営業外費用

6.337午円o公平委員会74，084千円建設改良費

5，787千円(歳入〉分担金及び員担金38，115千円企業債償還金

500千円J〆¥、

立z越繰6，404千円の他そ

50千円地のそ

6，287千円費務(歳出〉総58.734千円o地方卸売市場冷凍冷蔵事業

50千円費1結予50，685千円(歳入〉営業収益

8，049干円営業外収益

30，372千円

?∞子円

250干円

674，266千円

30，000子円

47，614千円

5.717千円

36，700千円

2，840千円

3，733子円

1，422千円

200干円

1，000子円

o商工観光の振興事業

o町特産自づくりの奨励

0ふるさと自慢料理っくりの奨励

。総合運動公園建設事業

。国民健康保検事業への繰出し

o老人保健事業会計への繰出し

0町民会館自主文化事業

o地毘集会施設の建設事業

o小中学生演劇鑑賞の集い

o青少年脊成事業

o学校教育指導員の設置

o高齢者と子供のふれあい事業

o親子ふれあいの旅朗成金

〔主本事襲撃予算〕
。語学指導外国青年招致事業 3，690千円

Q/J¥中学校諸施設整備 58，022千円

〔うち南中室内運動場改修49，172千円〉

o町道の整備 152，692干円

o;y;通安全施設整備 4，499千円

o桜道土地区画整理事業 242，170千円

o上水道繋備事業 48，367千円

y公衆衛生事業 21，530千円

。大洗港建設事業負担金 105，000千円

o都市計画話路船渡~大洗線の整備 88，518千円

。住みよいきれいな街づくり推進事業 2，000千円

o農業纂盤整僑事業 17，869千円

。松111漁港局部改良事業 44，605千円
総合運動公園造成工事

整
備
充
実
の
ほ
か
¥
保
健
医
績

や
文
化
レ
ク
リ
工
シ
ヨ
ン
の

充
実
等
、
人
的
条
件
整
鯖
や
環

境
整
鯖
な
ど
広
汎
な
施
策
ガ
と

ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
¥
こ

れ
ら
厳
し
い
経
済
環
境
は
例
外

で
な
く
、
地
域
諸
産
業
す
べ
て

ガ
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も

の
と
考
え
て
あ
り
ま
し
て
¥
今

後
の
積
極
的
な
地
域
活
性
化
対

策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
葦
い

に
し
て
¥
本
国
は
こ
れ
ま
で
港

運
・
鉄
道
・
道
踏
ま
疋
海
岸
環

境
整
備
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設

の
整
鯖
に
順
注
し
て
ま
い
り
ま

し
だ
結
果
、
港
湾
肯
後
埋
立
地

の
土
地
和
田
計
画
並
び
に
施
設

配
聾
計
画
の
具
現
化
な
ど
¥
活

性
化
の
中
枢
を
な
す
事
業
を
廿
着

手
す
る
↑
た
め
の
条
件
ガ
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
だ
。

「
餓
造
は
可
能
性
の
実
現
で

あ
る
し
と
一
一
一
一
口
わ
れ
ま
す
。
計
世

紀
を
目
前
に
し
て
大
洗
間
百
年

の
計
と
な
る
も
の
を
創
造
す
る

に
あ
た
り
¥
首
都
欝
域
を
脅
景

に
し
疋
地
の
利
¥
恵
ま
れ
だ
自

黙
環
境
な
ど
の
立
地
条
件
を
十

二
分
に
生
か
し
¥
地
域
の
活
力

を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
発
震
さ

せ
て
¥
よ
り
灘
し
さ
を
増
す
地

域
間
競
争
力
ら
一
歩
先
ん
ず
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
点

を
急
頭
に
置
き
¥
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。今
、
我
ガ
国
に
お
き
ま
し
て

は
国
民
の
生
活
様
式
・
価
憶
感

の
変
化
に
即
し
た
ゆ
と
り
あ
る

生
活
の
実
現
¥
ま
だ
内
需
拡
大

を
目
的
と
し
て
民
間
活
力
の
積

極
的
導
入
に
よ
る
¥
地
方
で
の

新
だ
な
地
域
振
興
施
策
と
し
て
¥

リ
ゾ
ー
ト
地
の
開
発
整
備
ガ
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
疋
笥
景
の
も
と
に
本

町
は
決
の
理
念
に
よ
る
リ
ゾ

ト
基
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
大
洗
・
筑
波
・

成
田
を
盟
際
性
と
い
う
視
点
で

ネ
ッ
ト
ワ
ク
す
る
た
め
に
¥

大
洗
を
層
際
感
覚
豊
か
な
地
域

と
し
て
形
成
を
翻
る
こ
と
。

第
二
に
国
ガ
レ
ク
リ
工
i
シ

ヨ
ン
需
要
に
対
応
す
る
施
策
と

し
て
¥
千
種
極
的
な
リ
ソ
ト
地

開
発
を
と
り
あ
げ
て
い
る
脅
景

と
震
史
的
に
も
関
東
瞳
域
の
行

楽
の
場
と
し
て

J
泊
し
を
提
供

し
て
き
疋
と
い
う
実
績
か
ら
¥

本
時
を
海
洋
性
リ
ソ
i
ト
墓
地

と
し
て
の
再
構
築
を
留
り
¥
時

代
の
先
取
を
す
る
こ
と
。

第
三
に
は
大
洗
の
恵
ま
れ
だ

美
し
い
自
然
景
観
を
保
全
し
つ

つ
¥
海
外
の
観
光
都
市
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
¥
華
や
か
な
雰
由
気

を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
¥
異
体
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
に
あ
た
っ
て
は
総

合
的
な
毘
地
方
ら
土
地
利
用
の

見
直
し
を
行
い
¥
こ
れ
に
塞
い

だ
¥
地
場
産
業
の
張
興
に
つ
な

ガ
り
¥
呂
つ
海
に
開
か
れ
た

寸
大
洗
な
ら
で
は
の
L

諸
機
能

の
配
聾
を
行
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
マ
リ
ン
タ
ワ
i
建

設
に
並
行
し
て
¥
地
域
ら
し
さ

を
生
か
し
疋
ば
帯
施
設
や
つ
く
り

を
す
す
め
る
こ
と
や
¥
新
し
い

商
業
環
境
の
創
出
、
マ
リ
i
ナ

建
設
¥
海
浜
公
匿
の
整
備
促
進

及
び
、
こ
れ
ら
に
調
和
し
た
脅

後
地
の
開
発
な
ど
で
あ
り
ま
す

し
¥
大
洗
鹿
島
線
の
沿
線
開
発

と
も
整
合
さ
せ
な
ガ
ら

u
遊
ρ

と
μ
住
μ

の
謂
和
の
と
れ
た
幅
一
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
以
上
の
基
本
姿
勢
で
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
、
ガ
、
反
盟
理
下

の
財
政
環
境
は
誠
に
厳
し
い
こ

と
も
事
{
重
大
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
¥
こ
れ
が
実
践
活
動
を
強
力

に
押
し
進
め
る
こ
と
ガ
「
究
極

的
に
は
町
の
活
性
化
や
¥
町
民

福
祉
の
充
実
に
つ
な
ガ
り
得
る
し

と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
¥
回

年
度
の
施
策
と
そ
の
予
算
に
つ

き
ま
し
て
可
能
な
眼
り
の
努
力

を
し
疋
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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沼
気
帯
び
逐
転
等

5
万
円
以
下

(
現
行
3
万
円
)

気
が
る
に
椙
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

(
無
料
)

一、

き

四
月
十
七
日
(
金
)

午
前
十
時

i
午
後
三
時

と

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
三
指
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
宮
一
目
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)

t"' らあ

i
、
反
則
金
が
約
は
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
/

〈
普
通
車
の
場
合
〉

O
速
度
違
反
は
日
f
i
m
J
未
満
で

士一、

0
0
0円
(
朝
刊
行
八
、

0
0
0円
)

O
信
号
無
視
(
赤
色
等
)
や
追
越
し
違

反
な
ど
は
九
、

0
0
0円

(
現
行
六
、

0
0
0円
)

O

一
時
停
止
違
反
・
通
行
禁
止
違
反
な

ど
は
七
、

0
0
0円
(
努
付
五
、
0
0
0円
)

O
定
員
外
乗
車
違
反
・
無
燈
火
な
ど
は

六、

0
0
0円
(
現
行
四
、

0
0
0円
)

O
初
心
者
表
示
違
反
・
右
左
折
方
法
違

反
な
ど
は
四
、

0
0
0円

(
現
行
三
、

0
0
0円
)

O
駐
停
車
違
反
は
一
二
、

0
0
0円

(
現
行
五
、

0
0
0丹
)

O
駐
車
違
反
は
一

O
、
0
0
0円

(
現
行
五
、

0
0
0円
)
と
な
り
ま
す
0

2
、
罰
金
が
約
2
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
/

おお

、
玉
な
違
反
内
容

酒
酔
い
運
転

無
免
許
遂
転

速
度
違
反
(
初
J
以
上
)

過
労
・
薬
物
等
運
転

罰

金

額

日
万
円
以
下

(
現
行
5
万
円
)

の
援
助
問
題

3
、
反
射
金
の
適
用
範
聞
か
拡
大
さ
れ

ま
す
/

O
過
去
一
年
以
内
に
免
許
停
止
処
分
を

受
け
た
者
が
、
反
則
行
為
を
し
た
場

合
反
則
通
告
制
度
(
反
則
金
)
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
速
度
違
反
(
話
回

A
j
m
h
A未
満
)

が
、
反
射
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

(
例
え
ば
、
普
通
車
の
場
合
反
則
金

一八、

0
0
0円
・
点
数
3
点
)

4
、
違
反
点
数
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

す

/

O
駐
停
車
禁
止
場
所
の
違
反
点
が
2
点

に
な
り
ま
す
。
(
現
行
一
点
)

顛E悪霊室道警災害警異議寄記事日入しましよう/
大洗町における交通事故は昭和61年中91件発生し、死者3名・傷者は130人

になっておりますロ

原因は、わき見運転・飛ぴ出し事故が最も多〈、内容としては青年・婦人

ドライパーや二輪車の速度違反・一時停止等により増えている現況です。

61年度の大洗町の共済加入者数は6，007人(12月末現在28.04%)ですが、

この内30人の方が共済金を受けております。

万ーの場合に備え、家族全員が県民交通災害共済に加入しましょう o

l 共済期間/昭和62年4月l日より昭和63年3月31日の 1年間

2 会 費/1年間大人 900問中学生以下 500内(S47.4.2以降出生者)

3 見舞金/死亡/100万円最高傷害/30万円身障見舞金/50万円

4 対象となる交通事故

① 道路上を運行中の自

動車・ハイク・自転車

等の接触・衝突・転溶・

転覆などの事故による

死傷。 (j列えば二輪車・

自転車に乗って転倒し

た時、歩行中自転車に

より接触された場合や

自転車後部援席の足の

巻き込み事故等も含ま

れます。)

② 踏切道における電車

等との接触・衝突・その他これに類する人の死傷。

5 加入申込方法/別紙「力日入申込書」と「会費」を添えて大洗町役場総務課・

交通係に申込んで下きい。(印鑑不用)

※申込書が 2枚以上の場合は 2枚共お持ち下きい。申込書は切り縦したり

汚したりしないで下さい。

全加入者の共済期間が3月羽田で終了しました。
お阜目iこ加入手続をしましよう/

団体で加入する方法(職場内10名以上・学校単位)もありますので

下記にこ相談下きい。

@お問合せは、大洗町役場(総務課・交通係怨67-5111⑧26番)へ

等級 災 害 区 分 見舞金額

1 死 亡 100万円

2 治療実忍数181日以上の障害 30万円

3 治療笑日数1518以上の障害 25万円

4 治療実日数121日以上の障害 20万円

5 治療笑日数 918以上の障害 15万円

6 治療実日数 61日以上の障害 10万円

7 治療笑日数 41日以上の降筈 8万円

8 治療笑日数 21日以上の障害 6万円

9 治療実日数 8日以上のi箪答 3万円

10 治療笑日数 3日以上の握手害 2万円

身障 身体障害者・ 1級2級該当 50万円

ブ
鶴
間

募

集
N
H

l
、
部
員
資
格
・
:
町
内
に
夜
住
又
は
勤
務
す
る
者

2
、
募
集
人
員
・
:
日
名
(
先
着
頗
)

3
、
申
込
期
日
・
:
4
月
出
口
u
(
火
)
午
後
一
時
i
六
時
迄
(
時
間
厳
守
)

4
、
申
込
場
所
:
・
大
洗
町
教
育
委
員
会
(
漁
村
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
)

5
、
申
込
方
法
:
・
本
人
又
は
代
理
に
て
も
可

※
印
鑑
持
参

年
会
費
一
、

0
0
0円
)十
計
二
、

0
0
0円
当
臼
持
参
の
こ
と
。

入
会
金
一
、

0
0
0円
)

洗
体
督
協
金
ゴ

新

金

o 
f蒲

考

交
通
違
反
は
大
き
な
損
で
す

道
路
交
通
法
一
部
改
正
の
嬰
点

昭
和
臼
年

4
月
1
日
施
行

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
H

フ
ラ
ッ
シ
ュ
H

会
員
募
集
グ

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
加
歳
以
上
の
方
で
、
ジ
ル
バ
・
タ
ン
ゴ
・
ル
ン
バ
等
の
ソ
シ

ア
ル
ダ
ン
ス
を
ト
品
見
え
た
い
方
、
特
に
初
心
者
を
4
月
I
B
よ
り
募
集
し
ま
す
。

練
溜
は
、
毎
選
金
曜
日
(
月
4
回
)
午
後
7
時
加
分
よ
り
9
時
却
分
ま
で
常

澄
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

O
会
費
月
額
一
、

0
0
0円

定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
洗
町
大
貫
町
即
浅
野
寛

器

侃

1
1
5
1
5

月分行事大洗文化セン

伸弘司

全ヨr内官
智催開催場所名事千援開始待問日催関

クオーレ会員による合奏練習会リハーサル窓ノ¥
ヱス醤事車奏メ〉、

口9 : 00-4月2日(木)

子どもを対象としたクラシックバレエ教室リハーサル室宝三教コニレ，く13 : 00-

4月2日(木)
4月9日(木)
4月16日(木)
4月238(木)

4月3日(金)
4月4日(土)
4月5日(日) (62.2月現在)大洗阿における交通事故の発生状況大洗ナショナル府会春の合i可展示会大会議室ナショナル家電販売会9 : 00-

数i成増前年間期年本ふだん異性と知り合う機会が少ない独身男女
の出合いの場

大会議室し、た入
口見図集9 : 00-4月12日(日)

ム2(ム5)

死 0) (
 
ハU

7 (12) 

o ( 0) 

5 ( 7) 

o ( 0) 

発生件数

数者
子ども 7 ンガ映画会ノレホ会厨Z央カ、

、
/ て;>9 : 00-4月19日(日)

ム4(ム10)12 (20) 8 (10) 負傷者数運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運転免許証更新時講習会9 : 00-4月24日(金)

※( )内は累計を示す。

“毎月1BIet:突通安全の白"“ゆずり合いのi山がかよう吏通安全"
ノ¥
E j寅言轟}[.， ホ婦人倫理大講演会13: 00-4月26日(日)
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/ / / / / / / 
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間

「
愛
の
献
血
」
実
施
の
お
知
ら
せ

左
記
の
日
程
に
よ
り
「
愛
の
献
血
L

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
U

日

4
月
6
8
(同
月
)

所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

間

〔

午

前

の

部

〕

9
時
却
分
l
ロ
時
却
分

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ

大

洗

町

000  
持場期

〔
午
後
の
部
〕

1
時
却
分
1

3
時
却
分

後主
援催品

翻
噛
構
提
-
か
争
奪
え
る

-
替
え
る
か
崎
b
離
し
い
も
め
か
鑑
ま
れ
る

4
用
利
開
田
は

寸
発
明
の
口
〕
L

で
す
。




